
10
月
27
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ

た
第
50
回
総
選
挙
で
日
本
共
産
党

は
８
議
席
（
公
示
前
10
議
席
）
を

獲
得
し
ま
し
た
。

田
村
智
子
委
員
長
は
、
「
自
民

党
、
公
明
党
が
与
党
過
半
数
割
れ

と
い
う
歴
史
的
大
敗
を
喫
し
、
国

民
の
皆
さ
ん
が
自
民
党
政
治
に
代

わ
る
新
た
な
政
治
を
模
索
し
探
求

す
る
と
い
う
、
前
向
き
な
プ
ロ
セ

ス
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
激
動
の
情

勢
を
生
み
出
す
こ
と
に
日
本
共
産

党
と
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
大
き

く
貢
献
し
た
。
裏
金
問
題
で
の
徹

底
的
な
追
及
、
選
挙
終
盤
で
の
裏

金
候
補
者
へ
の
２
０
０
０
万
円
支

給
の
問
題
で
、
街
の
空
気
が
が
ら

り
と
変
わ
っ
た
こ
と
は
与
野
党
と

も
に
語
っ
て
い
る
。
日
本
共
産
党

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
国
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
運
動
、
た
た
か
い

を
広
げ
、
国
民
の
願
い
、
要
求
が

か
な
う
よ
う
に
、
政
治
を
前
向
き

に
動
か
す
こ
と
へ
全
力
を
尽
く
し

て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

選
挙
期
間
中
松
江
市
で
は
島
根

一
区
候
補
村
穂
え
り
こ
氏
が
候
補

者
カ
ー
で
７
日
間
、
舟
木
健
治
、

た
ち
ば
な
ふ
み
両
松
江
市
議
、
ひ

の
伸
一
予
定
候
補
が
４
日
間
松
江

入
り
し
た
政
党
カ
ー
か
ら
日
本
共

産
党
の
政
策
を
訴
え
ま
し
た
。

18
日
に
は
党
副
委
員
長
山
下
よ

し
き
参
議
院
議
員
と
共
に
、
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
比
例
候
補
大
平
よ
し
の

ぶ
元
衆
議
院
議
員
が
松
江
市
入
り
。

山
下
氏
は
「
国
会
議
員
時
代
の
大

平
氏
が
安
保
法
制
の
論
戦
で
局
面

を
変
え
る
質
問
を
行
っ
た
。
災
害

が
起
き
れ
ば
直
ち
に
駆
け
付
け
被

災
者
の
声
を
国
会
に
届
け
る
大
き

な
仕
事
を
し
て
き
た
」
と
紹
介
。

大
平
氏
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

が
、
核
大
国
の
手
足
を
縛
り
核
兵

器
使
用
を
食
い
止
め
て
き
た
被
爆

者
の
闘
い
に
贈
ら
れ
た
と
指
摘
。

石
破
首
相
は
じ
め
「
核
共
有
」

「
核
抑
止
」
を
う
た
う
勢
力
と
対

決
し
、
「
日
本
政
府
は
被
爆
の
実

相
を
世
界
に
告
発
し
、
核
な
き
世

界
の
実
現
へ
先
頭
に
立
つ
べ
き
」

と
訴
え
ま
し
た
。

投
票
日
翌
日
、
村
穂
氏
、
上
代

善
雄
県
委
員
長
、
尾
村
利
成
県
議
、

向
田
聡
地
区
委
員
長
と
、
松
江
市

議
団
ら
は
袖
師
町
街
頭
で
選
挙
結

果
の
報
告
を
行
い
公
約
実
現
へ
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

村
穂
氏
は
「
裏
金
政
治
を
許
さ

ず
、
清
潔
な
政
治
を
つ
く
る
」
と

決
意
表
明
。
選
挙
期
間
中
、
訴
え

続
け
て
き
た
中
国
電
力
島
根
原
発

２
号
機
の
再
稼
働
（
12
月
予
定
）

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、
全
力

を
挙
げ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

た
ち
ば
な
市
議
は
市
内
各
地
で

「
大
企
業
優
先
の
政
治
か
ら
一
人

ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
政
治
へ

転
換
を
。
島
根
原
発
ス
ト
ッ
プ
消

費
税
減
税
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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９
月
12
日
に
松
江
市
水
道
局

の
竹
矢
ポ
ン
プ
場
で
重
油
が
漏

れ
、
近
隣
の
八
幡
川
な
ど
に
流

出
し
た
問
題
で
、
10
月
21
日
、

党
竹
矢
支
部
（
岩
本
晃
司
支
部

長
）
が
松
江
市
に
申
し
入
れ
し

ま
し
た
。
松
江
市
水
道
局
か
ら

小
塚
豊
局
長
、
杉
谷
雄
二
部
長
、

桂
昭
治
技
監
、
飯
野
浄
配
水
課

長
が
参
加
、
た
ち
ば
な
ふ
み
市

議
が
同
席
し
ま
し
た
。

申
し
入
れ
内
容
は
、
▽
事
故

原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

▽
事
故
後
の
処
理
、
周
辺
、
下

流
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
、
▽
今
後
の
事
故
防
止
の

対
策
を
た
て
る
こ
と
、
▽
以
上

に
関
し
、
流
域
住
民
へ
の
説
明

会
を
自
治
会
単
位
で
行
う
こ
と

の
４
点
で
す
。

流
域
に
住
む
鷲
見
さ
ん
は

「
１
７
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
重
油

が
流
出
し
た
と
き
い
た
。
八
幡

川
は
、
農
業
用
水
路
で
も
あ
り
、

シ
ジ
ミ
、
ス
ズ
キ
、
亀
、
鯉
、

サ
ギ
、
マ
ガ
モ
、
白
鳥
な
ど
多

様
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
る
。

意
宇
川
と
合
流
し
中
海
、
境
港

水
道
か
ら
日
本
海
へ
つ
な
が
っ

て
お
り
、
環
境
汚
染
を
心
配
す

る
声
も
あ
る
」
と
述
べ
、
事
故

後
記
者
会
見
や
、
地
域
へ
の
回

覧
で
事
故
原
因
や
対
策
に
つ
い

て
は
報
告
が
あ
っ
た
も
の
の
、

市
と
し
て
市
民
に
直
接
説
明
を

行
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し

た
。

小
塚
局
長
は
「
本
当
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
。
影
響
に
つ
い
て
は

今
後
も
継
続
的
に
周
辺
の
農
家

の
方
な
ど
に
も
意
見
を
聞
き
な

が
ら
調
査
し
て
い
く
。
要
望
が

あ
れ
ば
説
明
会
を
自
治
会
単
位

で
行
う
」
と
応
じ
ま
し
た
。

平
和

原
発

く
ら
し

裏
金
一
掃
訴
え

12

日
間
の
選
挙
戦
終
わ
る

竹

矢

ポ

ン

プ

場

重

油

漏

れ

事

故

党
竹
矢
支
部
が
水
道
局
に
要
望

小塚水道局長に要望書を手渡す
岩本氏、鷲見氏、たちばな市議

声援に応える山下氏、大平氏、村穂氏（18日）

政党カーから訴える たちばな市議訴える舟木市議、樋野予定候補

くらし 子育て まちづくり
市 民 ア ン ケ ー ト

お暮しはいかがですか？
子育て、介護、駅前開発、
原発などあなたの願いを
お聞かせください。
８問あります。

島根原発２号機が12月にも再稼働されようとしています。
① 再稼働に対する県民の合意はありません。
② 県民の命を守る避難計画はできていません。
③ 核のごみ（使用済み核燃料）の処理方法は確立されていません。
11月末に提出します。20日までにぜひ広げてください。

島根原発２号機
を動かさない
署名にご協力ください

開票を受けて挨拶する村穂候補


